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九州初記録のスズメダイ科魚類ルリスズメダイ

樋口聡文 1・久木田直斗 2・本村浩之 3

A single male specimen (46.4 mm standard length) of an east-
ern Indian and western Pacific species Chrysiptera cyanea (Quoy 
and Gaimard, 1825) (Pomacentridae) was collected from Bonot-
su, Minami-satsuma, southern Satsuma Peninsula, Kagoshima 
Prefecture, southern Kyushu, Japan. In Japanese waters, this 
species has previously been recorded from Kanagawa and Kochi 
prefectures, and the Osumi and Ryukyu islands. Therefore, the 
present specimen, described herein detail, represents the first 
specimen-based record of the species from Kyushu.
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 Abstract

ルリスズメダイ属 Chrysiptera Swainson, 1839（スズメダ

イ科ソラスズメダイ亜科アツクチスズメダイ族）は，日本

国内から 9種が知られ（古𣘺・本村，2021），背鰭棘数が

13–14であること，顎歯が通常 2列であること，体高が低

く，標準体長が体高の 2倍以上であること，眼下骨縁と前

鰓蓋骨縁が円滑であること，および尾鰭前起鰭条が棘状で

ないことなどの特徴により同科他属と識別される（Allen, 

1991；青沼ほか，2013；古𣘺・本村，2021）．このうちル

リスズメダイ Chrysiptera cyanea (Quoy and Gaimard, 1825)

は，国内では神奈川県，高知県，大隅諸島，および琉球

列島において記録されている（青沼ほか，2013; Motomura 

and Harazaki, 2017；本村，2022）．

　2019年 7月に，鹿児島県南さつま市坊津町久志から

1個体のルリスズメダイが採集された．本種の国内におけ

る分布の記録は上記のとおりであり，今回得られた標本は

九州における本種の初めての記録となるためここに報告す

る．

材料と方法
計数および計測方法は Allen et al. (2015)にしたがった．

標準体長（standard length）は体長または SLと表記した．

体各部の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで

行い，計測値は体長に対する百分率で示した．生鮮時の

色彩の記載は，固定前に撮影された KAUM–I. 167625の

カラー写真に基づく．色の名称は財団法人日本色彩研究

所（2001）にしたがった．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用い

た標本は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM: Kagoshima 

University Museum）に保管されており，上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている．

Chrysiptera cyanea (Quoy and Gaimard, 1825)

ルリスズメダイ
（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 167625，雄，体長 46.4 mm，鹿児島県

南さつま市坊津町久志丸木浜（31°17′N, 130°12′E），水深 1 

m，2019年 7月 15日，たも網，久木田直斗．

記載　計数形質と各体部の体長に対する割合を Table 1

に示した．体は前後方向に長い卵形で側扁する．体高は低

く，体長の 40%で，背鰭第 7–8棘基部で最大．体背縁は

吻端から背鰭第 7棘基部まで緩やかに上昇し，そこから尾

鰭基底にかけて緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端から

肛門付近まで緩やかに下降し，そこから尾鰭基底にかけて

緩やかに上昇する．口は端位で小さく，上顎後端は眼の前

縁直下に達しない．両顎の前端は同位で，小さい円錐歯が

2列に並ぶ．頭部と体側は円鱗に覆われる．眼下骨上に鱗

列はない．前鰓蓋骨縁は円滑で，縁辺は眼窩下方で 2列に

並んだ小さな円鱗に覆われる．主鰓蓋骨縁は円滑で，縁辺
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は 2列に並んだ円鱗に覆われる．左右の鰓膜は峡部に癒合

せず，峡部を横断して連続する．側線は主鰓蓋骨上端直後

から始まり，背鰭第 6棘基部直下付近まで緩やかに上昇し，

そこから背鰭第 12棘基部直下付近まで緩やかに下降し終

了する．背鰭第 4–13棘基底付近の鰭膜は 2–3列の小鱗に

覆われる．背鰭軟条基底付近の鰭膜は 2–4列の小鱗に覆わ

れる．臀鰭軟条基底付近の鰭膜は 2–6列の小鱗に覆われる．

鼻孔は 1対存在し，楕円形で眼窩前縁から吻端にかけての

中央付近に位置する．たたんだ腹鰭後端は肛門を越え，臀

鰭起部に達する．背鰭起部は主鰓蓋骨後端の直上に位置す

る．腹鰭起部は背鰭起部よりやや後方に位置する．臀鰭起

部は背鰭第 10棘基部直下に位置する．胸鰭の後端は肛門

直上にわずかに達しない．尾鰭前起鰭条は棘状でない．尾

鰭は概ね截形で，両葉後端は円みを帯び，尾鰭後縁は僅か

に二叉する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―体側と頭部の地色は一

様にコバルトブルーを呈する．吻端から眼を通り，主鰓蓋

骨上端にかけてと，上顎骨から眼窩下縁を通り，主鰓蓋骨

中間部にかけて黒色帯が走る．体側には小さな黒色斑が散

在する．胸鰭を除く各鰭は体側と同じコバルトブルーで，

臀鰭と尾鰭の縁辺部は黒色．胸鰭は透明．固定時の色彩は

体側，頭部，および胸鰭を除く各鰭が一様に暗いグレイ．

胸鰭は透明．

分布　東インド・西太平洋に広く分布する（Allen, 1991; 

Kuiter, 1996）．国内では，神奈川県三浦半島（相模湾），高

知県柏島，大隅諸島（屋久島・口永良部島），トカラ列島（中

之島），奄美群島（奄美大島・加計呂麻島・喜界島・徳之島・

沖永良部島・与論島），沖縄諸島（沖縄島・伊江島・瀬底島・

阿嘉島），八重山諸島（石垣島・与那国島），宮古諸島（宮

古島・伊良部島・多良間島），および尖閣諸島から記録さ

れている（岡部・工藤，1993；平田ほか，1996; Lecchini et 

al., 2003；坂井ほか，2005; Senou et al., 2006, 2007；青沼ほか，

2013；五十嵐ほか，2015；木村ほか，2017; Motomura and 

Harazaki, 2017; Nakae et al., 2018；岩坪，2019; Fujiwara and 

Motomura, 2020; Motomura and Uehara, 2020）．本報告によ

り新たに鹿児島県南さつま市坊津町沿岸から記録された．

備考　本報告で記載した標本は，体高が低く体長の
40%であること，生鮮時の頭部，体側，および胸鰭を除

く各鰭が一様にコバルトブルーを呈すること，背鰭棘数

が 13であること，眼下骨上に鱗がないこと，前鰓蓋骨上

に 2鱗列があること，吻端から眼を通って主鰓蓋骨上端に

かけてと，上顎骨から眼窩下縁を通り，主鰓蓋骨中間部に

かけて黒色帯が走ること，尾鰭の縁辺が黒色であること，

および尾鰭後縁がわずかに二叉することなどの特徴が，青

沼ほか（2013）や岩坪（2014）が報告したルリスズメダイ

Chrysiptera cyaneaの標徴とよく一致したため，本種に同

定された．

本種の成熟個体では色彩に雌雄差があることが知られ

ている（岩坪，2014）．国内に分布する本種の雄個体は胸

鰭を除く各鰭がコバルトブルーで，尾鰭の縁辺部が黒色で

Fig. 1. Photograph of fresh specimen of Chrysiptera cyanea (KAUM–I. 167625, 46.4 mm SL) from Bonotsu, Minami-satsuma, Ka-
goshima Prefecture, southern Kyushu, Japan.
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ある．対して雌個体は尾鰭が透明で，背鰭基底後端に黒色

斑をもつ（荒賀，1997）．この色彩の相違から，かつて国

内では本種の雌が和名コバルトスズメという別種として扱

われていたが，益田ほか（1975）によって両者が同種であ

ることが認められた．本報告で記載した標本については，

色彩の特徴から雄であると判断した．

西田ほか（2004）は福岡県宗像郡津屋崎町沿岸で行わ

れたスキューバでの潜水観察や手網による採捕で確認され

た魚類目録中にルリスズメダイを記し，表中において福岡

県宗像市沖ノ島で本種は普通種であるとしたが，どちらも

根拠となる写真，標本，および記載は示されなかった．本

種は西田ほか（2004）の記録を除けば，九州以北では神奈

川県と高知県の太平洋岸で 2例しか確認されていない稀

種であり，沖ノ島において本種が普通種であるとは考え

にくい．したがって，西田ほか（2004）の福岡県 2地点

における記録は類似種であるソラスズメダイ Pomacentrus 

coelestis Jordan and Starks, 1901の誤同定である可能性が高

いと考え，本種の分布には含めなかった．

本種は主に水深 0–10 mのサンゴ礁域で少数の群れを形

成する（Allen, 1991; Kuiter, 1996；青沼ほか，2013）が，

本標本は水深 1 mほどの岩礁域でソラスズメダイの群れに

混じっていたところをたも網で採捕された．1個体のみが

他種の群れに混ざっていたうえ，これまで鹿児島県本土で

本種が記録されていないことから，今回記載した個体は偶

発的に南方から黒潮によって輸送されてきたと考えられ，

同所にて再生産が行われる可能性は低いと考えられる．
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